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自己紹介自己紹介

Å 中西 庸文(Tsunefumi Nakanishi)
ï株式会社アークウェイ大阪事業所 所長
ïコンサルではなくてメンターを目指している。
Å一歩前から業界を引っ張っていくのは優秀な方々におま
かせして、僕は一歩後から業界を底上げしていきたい。

Å E2P
ïEros Eros Prince
Åなんだか知らないうちにa-fukuiさんに名前付けされた。
Å実はそんなにエロくないのに。
Å特技はカンチョー
Åカンチョーは日本の文化です。
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aiNoteaiNote
Å フィーチャ モデリングツール
ïクリスマスにBeta２リリース
ïhttp://www.archway.co.jp/
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AgileAgile
VSVS

WaterfallWaterfall
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What The Fuck Is That?What The Fuck Is That?
Å AgileはWaterfallを敵にしないと正当性を証明
できないほど無力なのだろうか？

Å Waterfallの歴史から学ぶべきところはないの
だろうか？

Å プロジェクトがうまく回らないことに対する言い訳
に開発方法論を持ち出していないだろうか？

Å とは言うものの、そもそも開発方法論の適用が
そんなに大事なことなのだろうか？
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DomainDomain
SpecificSpecific

MethodologyMethodology
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ドメイン特化方法論ドメイン特化方法論

Å 本当に大事なのは、私たちの開発チームという
ドメインに特化した方法論。

Å ベースの方法論はAgileになるかもしれないし、
そうじゃないかもしれない。

Å 重要なのはベースの方法論ではなく、自分たち
でふりかえりを行い、KAIZENした結果として
最適化された持続可能なプラクティスの集合が
あるかどうか。

Å 自分たちの文化に適合させなければ続かない。




